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一般社団法人 電池サプライチェーン協議会



目的と
活動内容

電池サプライチェーン全体の競争力強化とグリーン化を目指す
→ ① 政策提言 ② 国際ルールへの意見具申

理事 会長：Panasonic energy 只信 一生
副会長：住友金属鉱山 阿部 功
副会長：豊田通商 片山 昌治

会員

□電池原料製造
□商社(資源)
□電池部材製造
□電池製造
□設備製造
□リサイクラー
□IT
□金融
□カーOEM（賛助会員）

129社(’23/2時点)

電池サプライチェーン協議会 (‘21/4設立)
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１）日本の信頼性の高い電池や材料は、日米サプライチェーン強靭化とエネルギー
安全保障を確保する上で非常に重要な役割を担っている

【背景】

２） IRA(‘22/8月) 及び そのホワイトペーパー(’22/12月)によると、BEV税額控除対象
($7500/台～)の主な要件は以下2点

１）電池材料の製造工程が一定割合以上米国またはFTA加盟国で行われていること
２）電池部品の製造工程が一定割合以上北米で行われていること

【御礼】
これまでの日本政府による蓄電池の国家戦略物資認定、日米サプライチェーン強靭
化に向けた対話、IRAに対する米国政府との交渉に対し改めて御礼申し上げます
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日米パートナーシップの名の下 に
日本をFTA締結国同等扱いとなるよう米国政府に進言頂きたい

・結果として、将来に亘り米国でのカーボンニュートラル社会の実現に貢献
・日本がFTA締結国同等扱いとならない場合、韓国に劣後し日本の蓄電池業界の競争力低下につながる懸念

要望事項

4



【ご参考】米国への電池・電池部材の輸入関税率

部材名 日本製 韓国製 (参考)中国製

リチウムイオン電池 3.4%

０％

10.9%

正極材 0.0％ 25.0%

アルミ箔 5.3% 22.8%

バインダー 0.0％ 30.0％

正極タブ 5.7% 23.2%

黒鉛（人造） 0.0％ 25.0％

銅箔 1.0% 26.0%

電池部品 3.4% 28.4%

シール板 13％ 20.5%

インシュレータ 4.6% 29.6%

ガスケット 3.5% 28.5%

絶縁テープ 5.8% 30.8%

FedEX WorldTariffより電池および電池部材の関税は韓国に対し劣後
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